
『
続
高
僧
伝
』
巻
十
七
に
収
め
ら
れ
る
南
岳
慧
思
（
五
一
五
’
五

七
七
）
伝
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。
光
州
大
蘇
山
に

在
っ
て
、
金
字
の
大
品
般
若
経
の
書
写
供
養
を
終
え
た
慧
思
は
、

人
女
の
要
請
に
従
い
、
そ
の
金
字
般
若
経
を
用
い
て
「
文
に
随
い

イ
タ

尽
に
造
る
」
幽
遠
な
講
義
を
行
っ
た
が
、
後
に
は
彼
の
下
に
い
た

江
陵
の
学
士
智
顎
（
五
三
八
’
五
九
七
）
に
そ
れ
を
代
講
せ
し
め
た
。

し
か
る
に
、
智
顎
は
．
心
具
二
万
行
一
」
の
箇
所
に
お
い
て
、
経

文
の
真
意
を
把
捉
し
得
ず
、
疑
問
を
生
じ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
時
、

サ
キ

慧
思
は
智
顎
に
対
し
て
、
「
汝
、
向
に
疑
う
所
、
此
れ
乃
ち
大
品

次
第
の
意
の
み
。
未
だ
是
れ
法
華
円
頓
の
旨
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」

①

と
諭
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
折
、
慧
思
に
は
既
に
大
品

般
若
経
の
「
次
第
」
を
旨
と
す
る
教
説
に
対
し
、
法
華
経
は
「
円

南
岳
慧
思
の
頓
覚
説

一
は
じ
め
に

ｌ
頓
覚
と
行
位
の
問
題
を
中
心
と
し
て
Ｉ

頓
」
の
義
を
説
き
明
か
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
明
確
な
認
識
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
法
華
円
頓
義
を
行
者
の

上
に
現
成
せ
し
め
る
頓
覚
・
疾
成
仏
道
の
理
想
的
な
行
法
が
、
慧

思
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
法
華
三
昧
行
で
あ
っ
た
。
一
方
、
慧
思

は
菩
薩
の
行
位
論
へ
の
関
心
が
頗
る
強
く
、
菩
薩
瑳
略
本
業
経

（
以
下
、
理
路
経
と
略
記
す
る
）
の
四
十
二
位
説
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
依

用
し
て
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
法
華
三
昧
行
は
、
畷
洛
経
所

説
の
四
十
二
位
中
、
ど
の
階
位
へ
の
頓
入
を
目
指
す
も
の
と
考
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
慧
思
教
学
に
お
け
る
頓
覚
と
行

位
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
頓
覚
・
疾
成
仏
道
の
行

法
と
し
て
組
織
さ
れ
た
法
華
三
昧
行
を
、
更
に
は
慧
思
の
仏
道
観

を
、
行
位
説
と
の
関
わ
り
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

↓
ｏ
Ｏ

山
野
俊

郎
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慧
思
は
主
著
『
法
華
経
安
楽
行
義
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、
法
華

円
頓
の
旨
を
実
現
せ
し
め
る
頓
覚
の
行
法
と
し
て
、
法
華
三
昧
行

を
高
唱
し
て
い
る
。

法
華
経
者
大
乗
頓
覚
、
無
師
自
悟
疾
成
二
仏
道
「
一
切
世
間

難
信
法
門
。
凡
是
一
切
新
学
菩
薩
、
欲
下
求
二
大
乗
「
超
。
過
一

切
諸
菩
薩
「
疾
成
中
仏
道
与
須
下
持
戒
忍
辱
精
進
、
勤
。
修
禅

②

定
「
専
心
勤
哨
Ｉ
学
法
華
三
昧
坪

こ
の
よ
う
に
、
法
華
経
が
頓
覚
・
疾
成
仏
道
を
説
き
明
か
す
大
乗

の
法
門
で
あ
り
、
法
華
三
味
行
の
修
学
に
よ
っ
て
、
諸
階
位
に
あ

る
菩
薩
た
ち
を
超
過
し
、
速
疾
に
仏
道
を
成
就
す
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
慧
思
は
「
妙
法
蓮
華
経
」
の
経
題
釈
に

お
い
て
、
「
蓮
華
」
（
Ｉ
法
華
の
利
根
菩
薩
の
法
門
に
瞼
え
る
）
と

「
余
華
」
（
’
二
乗
及
び
鈍
根
菩
薩
の
法
門
に
職
え
る
）
を
比
較

し
、
「
余
華
の
実
を
結
ぶ
は
顕
露
に
し
て
知
り
易
く
、
蓮
華
の
実

を
結
ぶ
は
隠
顕
見
難
し
」
と
述
謬
へ
、
鈍
根
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
「
対

治
行
を
修
し
次
第
に
道
に
入
る
。
初
一
地
に
登
る
は
、
是
の
時
名

づ
け
て
法
雲
地
と
為
す
こ
と
を
得
ず
。
地
地
に
別
修
し
証
は
一
時

に
あ
ら
ず
」
と
説
き
、
一
方
、
法
華
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
．
心

一
学
、
衆
果
普
く
備
わ
り
、
一
時
に
具
足
し
て
次
第
に
入
る
に
あ

一
一

頓

覚

説

ｅ

ら
ず
」
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
乗
や
鈍
根
の
菩
薩
が

煩
悩
を
漸
次
に
退
治
す
る
次
第
行
の
道
を
、
一
地
か
ら
一
地
へ
と

歩
ん
で
ゆ
く
の
に
対
し
て
、
法
華
の
利
根
菩
薩
は
一
心
に
法
華
三

昧
の
一
行
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
次
第
行
を
修
す
る
こ
と
な
く
し

て
、
頓
覚
を
成
じ
、
一
時
に
衆
果
を
具
足
し
、
速
疾
に
仏
道
を
成

就
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
難
見
難
解
の
法
門
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

慧
思
に
よ
れ
ば
、
頓
覚
が
主
張
さ
れ
る
理
論
的
根
拠
は
一
乗
の

思
想
に
あ
る
。
一
乗
と
は
、
一
切
衆
生
が
、
三
乗
の
別
な
く
、
本

来
同
一
法
身
で
あ
り
、
「
如
来
蔵
を
も
っ
て
畢
寛
恒
に
安
楽
」
で

あ
っ
て
、
畢
寛
成
仏
の
道
に
在
る
こ
と
を
い
う
。
「
安
楽
」
と
は
、

生
死
の
迷
い
を
生
み
出
す
「
三
毒
・
四
大
・
五
陰
。
十
二
入
・
十

八
界
．
十
二
因
縁
」
な
る
一
切
法
の
中
に
あ
っ
て
、
畢
寛
空
の
故

に
受
陰
な
く
心
不
動
で
あ
り
、
心
に
解
脱
を
得
て
い
る
こ
と
の
謂

で
あ
る
。
か
く
の
如
き
衆
生
の
本
来
的
在
り
様
が
、
如
来
蔵
、
法

身
蔵
、
仏
性
、
六
根
性
清
浄
、
六
自
在
王
性
清
浄
な
ど
の
用
語
に

よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
慧
思
に
依
れ
ば
、
一
切
の
煩

悩
は
愛
無
明
（
負
愛
心
）
の
一
煩
悩
に
収
ま
る
の
で
あ
り
、
そ
し

て
、
こ
の
最
も
困
難
な
根
源
的
煩
悩
で
あ
る
愛
無
明
を
党
了
す
る

最
大
の
力
用
を
も
つ
の
が
、
金
剛
慧
で
あ
り
首
梧
厳
定
で
あ
る
と

④

い
う
。
す
な
わ
ち
、
如
来
法
身
を
本
具
す
る
衆
生
は
、
法
華
三
味
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行
の
修
習
を
通
し
て
、
愛
無
明
を
覚
了
し
、
六
根
清
浄
な
る
仏
の

領
域
を
頓
覚
し
て
、
仏
の
用
き
を
顕
現
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た

存
在
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
．
乗
衆
生
」
と
称
さ
れ
る
の
で
あ

つ
く
》
○

衆
生
の
法
身
を
十
全
に
顕
現
せ
し
め
、
疾
成
仏
道
を
現
実
化
せ

し
め
る
理
想
的
な
頓
覚
の
行
法
が
、
慧
思
の
言
う
法
華
三
味
の
行

法
で
あ
る
。
法
華
三
味
と
は
、
文
字
通
り
法
華
経
の
精
神
に
基
づ

く
三
味
の
行
法
を
い
う
が
、
法
華
経
に
お
い
て
は
、
妙
音
菩
薩
品

や
妙
荘
厳
王
本
事
品
に
「
法
華
三
味
」
と
い
う
名
称
が
記
さ
れ
る

の
み
で
、
そ
の
具
体
的
内
容
の
説
明
は
見
ら
れ
な
い
。
慧
思
の
法

華
三
昧
行
の
組
織
は
彼
の
独
創
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
法
華
経

の
普
賢
菩
薩
勧
発
品
に
依
る
有
相
行
、
及
び
同
．
安
楽
行
品
に
依

る
無
相
行
（
四
安
楽
行
）
の
二
種
行
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
有

相
行
は
禅
定
に
入
ら
ず
、
散
心
中
に
あ
っ
て
法
華
経
を
読
諦
し
、

法
華
経
の
経
文
に
一
心
に
専
念
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
字
有
相
行

と
称
さ
れ
る
。
一
方
、
無
相
四
安
楽
行
と
は
、
安
楽
行
品
に
説
か

れ
る
い
わ
ゆ
る
身
・
口
・
意
・
誓
願
の
四
種
安
楽
行
を
、
深
妙
な

る
禅
定
中
に
お
い
て
修
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
四
種
安

楽
行
と
は
、
慧
思
自
身
の
命
名
に
依
れ
ば
、
⑩
正
慧
離
著
安
楽
行
＄

⑨
無
軽
讃
設
安
楽
行
、
又
は
転
諸
声
聞
令
得
仏
智
安
楽
行
、
⑧
無

悩
平
等
安
楽
行
、
又
は
敬
善
知
識
安
楽
行
、
④
慈
悲
接
引
安
楽
行
、

⑤

又
は
夢
中
具
足
成
就
神
通
智
慧
仏
道
浬
樂
安
楽
行
、
を
い
う
。
慧

思
は
、
こ
の
う
ち
、
①
正
慧
離
著
安
楽
行
に
つ
い
て
は
、
衆
生
忍

．
法
性
忍
・
大
忍
（
神
通
忍
）
の
三
忍
慧
と
し
て
展
開
し
て
い
る

が
、
そ
の
他
の
三
種
安
楽
行
に
つ
い
て
は
、
た
だ
右
の
よ
う
な
名

目
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
菩
薩
は
一
切
法
（
Ｉ
「
三
毒
・
四
大
・

五
陰
・
十
二
入
・
十
八
界
・
十
二
因
縁
」
）
の
中
に
在
っ
て
三
忍

慧
を
用
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
三
忍
慧
が
即
ち
正
慧
離
著
安
楽
行

で
あ
る
、
と
慧
思
は
説
明
し
て
い
る
。
彼
は
正
慧
離
著
安
楽
行
を

四
安
楽
行
の
根
本
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
一
切
法
の
中
に
あ

っ
て
、
深
妙
な
る
禅
定
に
裏
づ
け
ら
れ
た
三
忍
慧
を
実
践
す
る
と

い
う
こ
と
を
安
楽
行
の
、
つ
ま
り
法
華
三
昧
無
相
行
の
、
中
心
的

観
念
と
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

嬰
略
経
は
五
世
紀
後
半
に
中
国
で
成
立
し
た
疑
経
で
あ
る
と
さ

⑥

れ
る
。
こ
の
経
典
に
お
い
て
、
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・

等
覚
・
妙
覚
位
の
四
十
二
位
（
あ
る
い
は
、
十
行
位
の
前
に
十
信

位
を
加
え
た
五
十
二
位
）
の
行
位
説
が
明
か
さ
れ
る
が
、
こ
の
行

位
説
は
後
世
多
く
依
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
第
十
地
位

（
法
雲
地
）
と
妙
覚
位
の
問
に
等
覚
位
（
無
垢
地
）
を
立
て
て
四

十
二
位
と
す
る
の
は
、
本
経
に
独
自
な
教
説
で
あ
る
。
天
台
智
顎

三
行
位
説
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は
諸
経
論
に
説
か
れ
る
行
位
説
の
う
ち
特
に
本
経
の
五
十
二
位
説

に
注
目
し
、
『
法
華
玄
義
』
迩
門
十
妙
中
の
位
妙
の
段
に
お
い
て
、

⑦

「
若
し
位
数
を
明
す
は
須
ら
く
櫻
略
仁
王
に
依
る
、
へ
し
」
と
言
い
、

「
今
謂
く
、
櫻
珸
の
五
十
二
位
は
名
義
整
足
せ
り
。
恐
ら
く
は
是

⑧

れ
諸
の
大
乗
方
等
別
円
の
位
を
結
す
る
な
ら
ん
」
と
の
評
価
を
与

え
て
い
る
。
智
顎
の
別
円
二
教
の
行
位
説
は
、
本
経
の
五
十
二
位

説
を
奇
ヘ
ー
ス
に
し
て
論
述
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

慧
思
も
瑳
略
経
の
四
十
二
位
説
を
重
視
し
て
い
た
。
後
述
す
る

よ
う
に
、
夙
に
散
扶
し
た
彼
の
著
作
『
四
十
二
字
門
』
は
本
経
の

四
十
二
位
説
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
本
経
の
経
文
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
あ
る
い
は
彼
は
、
法
華
経
・
方
便
品
の
開
示
悟
入
の
所

謂
四
仏
知
見
に
四
十
二
位
中
の
前
四
十
一
位
（
十
住
Ｉ
等
覚
位
）

を
対
配
さ
せ
て
説
い
て
お
り
、
ま
た
、
本
経
に
独
自
な
行
位
で
あ

る
等
覚
位
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、

製
烙
経
の
行
位
説
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
み
る
。

喫
略
経
巻
上
・
賢
聖
学
観
品
に
お
い
て
、
四
十
二
位
の
こ
の

行
位
の
内
容
が
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
経
典
の
行
位
説

の
特
徴
と
し
て

其
正
観
者
、
初
地
已
上
有
二
三
観
心
一
入
二
一
切
地
ご
一
観
者
、

従
二
仮
名
一
入
し
空
二
諦
観
、
従
し
空
入
二
仮
名
一
平
等
観
、
是
二

観
方
便
道
、
因
二
是
二
空
観
一
得
し
入
一
一
中
道
第
一
義
諦
観
「
双
．

⑨

照
二
諦
一
心
心
寂
滅
、
進
入
初
地
法
流
水
中
。

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
位
が
三
観
と
の
関
わ
り
で
説
か
れ
て

い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
初
住
位
で
は
従
仮
名
入
空

観
が
修
習
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
「
始
め
て
空
界
に
入
り
、
空
性
の

位
に
住
す
」
と
説
か
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
、
初
地
（
歎
喜
地
）

は
「
中
道
第
一
義
諦
慧
に
住
」
し
、
「
三
観
現
前
し
、
常
に
其
の

心
を
修
し
て
百
法
明
門
に
入
る
」
位
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
ま

た
、

従
一
一
初
地
一
至
一
後
一
地
「
有
二
果
報
神
変
二
種
法
身
『
一
法
性

⑩

身
、
二
応
化
身
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
初
地
已
上
に
あ
っ
て
法
身
の
作
用
が
顕
現
さ

れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
七
地
已
前
は
有
功
用
の
位
で
あ
っ
て
、
造

作
し
て
功
徳
を
修
し
菩
薩
の
利
他
行
を
行
ず
る
の
で
あ
り
、
八
地

已
上
に
あ
っ
て
無
功
用
の
位
に
入
る
と
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
の
八

地
已
上
に
お
い
て
作
仏
を
示
現
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

初
地
乃
至
七
地
、
三
界
業
果
倶
伏
尽
無
し
余
。
八
地
乃
尽
故
。

従
し
此
以
上
示
．
現
作
仏
『
王
宮
受
し
生
出
家
得
道
、
転
一
一
法
輪
一

滅
度
、
亦
現
二
一
切
仏
界
討
故
無
二
子
愛
三
界
之
報
元
唯
有
二

⑪

無
明
習
一
在
。
以
二
大
願
力
一
故
変
化
生
。

と
説
か
れ
て
い
る
。
い
ま
、
八
地
の
説
明
を
見
る
に
、

Qワ
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八
不
思
議
無
功
用
観
。
所
謂
無
相
大
慧
方
便
大
用
。
無
し
有
二

色
習
一
無
明
亦
尽
、
百
万
劫
事
無
量
仏
土
事
、
己
一
念
心
中
一

時
行
。
現
二
如
レ
仏
形
一
切
衆
生
形
扇
一
念
心
中
一
時
行
已
。

⑫

無
一
一
功
用
一
故
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
櫻
略
経
独
自
の
行
位
で
あ
る
等
覚
位

（
無
垢
地
）
に
お
い
て
は
、
勇
伏
定
中
に
あ
っ
て
、
仙
学
仏
不
思

議
変
通
、
②
集
菩
薩
春
属
、
③
重
修
先
所
行
法
門
、
④
随
順
一
切

仏
国
問
訊
、
⑤
与
無
明
父
母
別
、
⑥
入
重
玄
門
、
⑦
現
同
如
仏
現

一
切
形
相
、
⑧
二
種
法
身
具
足
、
⑨
無
有
二
習
、
⑩
登
中
道
第
一
⑬

義
諦
山
頂
、
の
十
種
の
事
柄
を
修
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
無
垢
地
の
菩
薩
は
、
「
仏
に
お
い
て
は
菩
薩
と
名
づ
け
ら
れ
、

菩
薩
に
お
い
て
は
仏
と
名
づ
」
け
ら
れ
、
「
如
仏
」
「
似
仏
非
仏
」

の
菩
薩
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
製
略
経
は
菩
薩
の
所
謂
歴
劫

修
行
を
明
か
す
経
典
で
あ
り
、
同
じ
く
等
覚
位
の
説
明
に
お
い
て
、

無
垢
菩
薩
従
二
発
心
住
一
来
、
至
二
此
一
地
一
経
一
無
量
劫
「
修
二

四
十
心
無
量
功
徳
法
門
「
復
従
二
喜
地
一
修
。
行
二
種
法
身
無

量
功
徳
へ
経
二
百
千
劫
一
法
蔵
始
満
。
入
二
相
尽
三
味
一
成
ゴ
就

一
切
智
位
誼

と
述
べ
ら
れ
る
。

な
お
智
顎
は
、
壌
略
経
に
お
け
る
五
十
二
位
中
の
五
位
（
十
信

・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
）
と
、
三
観
及
び
四
種
の
智
慧

（
道
慧
・
道
種
慧
・
一
切
智
・
一
切
種
智
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

十
信
Ｉ
習
二
従
仮
入
空
観
や

十
住
ｌ
証
二
従
仮
入
空
観
奉
目
蚕
足
道
彗
莞

十
行
Ｉ
修
二
（
証
）
従
空
入
仮
観
や
具
。
足
道
種
慧
誼

十
廻
向
Ｉ
修
二
中
道
正
観
元
具
ゴ
足
一
切
智
元

十
地
Ｉ
証
二
中
道
観
記
具
ゴ
足
一
切
種
智
和

⑮

の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

さ
て
、
近
年
、
佐
藤
哲
英
博
士
が
滋
賀
県
坂
本
西
教
寺
の
経
蔵

で
発
見
さ
れ
た
『
四
十
二
字
門
略
抄
』
に
よ
っ
て
、
夙
に
散
快
し

て
い
た
慧
思
の
著
作
『
四
十
二
字
門
』
二
巻
の
内
容
が
い
く
ぶ
ん

⑯

明
ら
か
に
な
っ
た
。
『
四
十
二
字
門
略
抄
』
は
『
四
十
二
字
門
』

か
ら
九
十
七
文
を
引
き
、
そ
れ
ら
の
引
文
に
問
答
を
設
け
、
略
釈

を
加
え
る
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て
お
り
、
佐
藤
博
士
は
こ
の
略
抄

本
の
著
者
を
、
天
台
宗
の
学
匠
宝
地
房
証
真
で
あ
る
と
推
定
し
て

い
る
。四
十
二
字
門
と
は
阿
字
か
ら
茶
字
に
至
る
四
十
二
字
の
梵
字
に

つ
き
、
そ
の
各
女
の
字
義
を
論
ず
る
も
の
で
あ
り
、
四
十
二
字
陀

羅
尼
門
と
も
称
さ
れ
る
。
大
品
般
若
経
巻
五
の
広
乗
品
（
四
念
処

品
）
に
は
、

復
次
須
菩
提
、
菩
薩
摩
訶
薩
摩
訶
術
、
所
謂
字
等
語
等
諸
字

入
門
。
阿
字
門
一
切
法
初
不
生
故
。
（
中
略
）
茶
字
門
入
二
諸
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⑰

法
辺
意
処
一
故
不
終
不
生
。
過
し
茶
無
二
字
可
℃
説
。

と
説
か
れ
、
ま
た
智
度
論
巻
四
十
八
に
は

四
十
二
字
是
一
切
字
根
本
。
因
し
字
有
し
語
、
因
し
語
有
し
名
、

因
し
名
有
し
義
。
菩
薩
若
聞
レ
字
、
因
し
字
乃
至
能
了
二
其
義
和

⑱

是
字
初
阿
後
茶
、
中
有
二
四
十
一
得
二
是
字
陀
羅
尼
記

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
慧
思
は
こ
れ
ら
の
経
論
の
所
説
を
通
し
て

四
十
二
字
門
に
着
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
四
十
二
字
門
を

行
位
と
の
関
連
で
解
釈
し
た
と
こ
ろ
に
慧
思
の
独
自
性
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
智
顎
の
『
法
華
玄
義
』
巻
五
上
の
位
妙
の
段
に
は
、

大
品
明
一
一
四
十
二
字
門
語
等
字
等
討
南
岳
師
云
、
此
是
諸
仏

密
語
、
何
必
不
レ
表
二
四
十
二
位
毛
諸
学
人
執
二
釈
論
一
云
レ
無
二

此
解
「
多
疑
不
レ
用
。
但
論
本
文
千
巻
、
什
師
作
一
一
九
倍
一
略
し

⑲

之
。
何
必
無
一
一
此
解
一
耶
。

と
あ
り
、
又
、
同
じ
く
『
維
摩
経
玄
疏
』
巻
四
に
は
、

又
大
品
経
明
二
四
十
二
字
門
記
初
阿
字
門
亦
具
二
四
十
二
字

門
↓
後
茶
字
門
亦
摂
二
四
十
二
字
門
や
南
岳
師
解
、
即
是
円

⑳

教
四
十
二
地
之
異
名
也
。

と
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
智
韻
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、

慧
思
は
四
十
二
字
門
を
円
教
四
十
二
位
の
異
名
で
あ
る
と
解
釈
し
、

嘆
略
経
所
説
の
四
十
二
位
の
位
位
互
具
互
入
を
唱
え
た
の
で
あ
る

と
い
う
。
『
四
十
二
字
門
略
抄
』
で
は
、
『
四
十
二
字
門
』
か
ら

シ
カ
パ

ノ
ヲ
レ
ノ

の
第
二
番
目
の
引
文
と
し
て
、
「
若
説
二
四
十
二
地
優
劣
『
是
断
滅

レ
ツ
テ
ヲ
ス
ル

見
」
と
い
う
一
文
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
「
是
以
二
円
位
『
破
こ
別

ヲ

⑳

教
】
耳
」
と
い
う
略
抄
本
の
撰
者
の
批
評
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

『
四
十
二
字
門
』
に
、
智
顎
が
紹
介
す
る
よ
う
な
円
教
的
な
行
位

理
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
と
も
か
く
、
『
四
十

二
字
門
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
行
位
理
解
を
踏
ま
え
つ
つ
、

嬰
略
経
の
行
位
説
に
従
っ
て
、
四
十
二
位
の
こ
の
階
位
に
つ
い

て
解
説
が
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
、
略
抄
本
に
依
っ

て
、
慧
思
の
『
四
十
二
字
門
』
に
お
け
る
第
二
住
、
第
八
地
、
等

覚
位
（
無
垢
地
）
な
ど
の
行
位
の
理
解
を
見
て
み
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
喫
洛
経
に
は
十
住
位
は
従
仮
入
空
観
を
修

し
、
空
理
を
証
す
る
階
位
と
し
て
規
定
さ
れ
る
が
、
慧
思
は
こ
の

中
、
特
に
第
二
住
位
に
お
い
て
所
謂
「
沈
空
」
の
難
が
起
こ
る
と

解
釈
し
て
い
る
。
略
抄
本
に
は
『
四
十
二
字
門
』
か
ら
の
第
二
十

二
番
目
の
引
文
と
、
そ
れ
に
対
す
る
撰
者
の
問
答
と
し
て
、

ヲ
モ

ヲ
卜
〈

〔
躯
〕
上
不
レ
見
二
諸
仏
「
下
不
レ
見
二
衆
生
一
等
者
。

フ
ニ
ハ
シ
テ

ヲ
リ
ノ
ハ
イ
テ
一
一
ゾ

間
。
花
厳
明
二
八
地
沈
空
記
有
二
此
文
元
今
於
一
二
住
誼
何

ル
ヤ
ノ
フ

ハ
ノ
’
一
ス
ノ
ヲ
フ
シ
ラ
バ

有
二
此
事
誼
答
。
十
住
入
空
故
。
作
二
是
説
記
問
。
若
爾

ゾ

ゾ
ヤ
フ
ノ

リ
⑫

何
只
第
二
住
耶
。
答
。
二
法
門
。
位
位
皆
有
二
教
門
討

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
嘆
塔
経
の
本
文
に
は
第
二
住
を
沈
空

の
位
と
す
る
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
は
慧
思
の
独
自
な
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解
釈
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
第
八
地
に
つ
い
て
は
、
略
抄

本
に
は
八
十
一
番
目
の
引
文
、
及
び
そ
れ
に
対
す
る
註
が
、

〔
別
〕
不
思
議
元
功
用
観
已
下
。

ノ
ナ
リ
⑳

畷
略
文
。

と
述
、
へ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
慧
思
は
『
四
十
二
字
門
』
に
お
い

て
、
瑛
烙
経
の
第
八
地
に
関
す
る
記
述
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
第
八
地
を
経
文
ど
お
り
無
功
用
位
と
見
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
次
に
等
覚
位
に
つ
い
て
、
略
抄
本
に
は
八
十

六
番
目
の
引
文
及
び
そ
れ
に
対
す
る
撰
者
の
問
答
が

ノ

ス
ト
ハ
ヲ

〔
部
〕
本
初
発
心
。
唯
期
二
等
覚
一
者
。

ブ
ス
ヲ
ゾ
ス
ル
ヲ
プ
ノ
ハ

間
。
唯
期
二
仏
果
記
何
期
二
因
位
記
答
。
外
用
八
相
。
凡
夫

テ
ヲ
プ
ナ
リ
ゼ
ン
ト
ヲ
⑳

見
レ
之
願
レ
成
二
仏
道
尹

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
慧
思
は
婆
路
経
が
独
自
に
立
て
る
等

覚
位
を
特
に
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
事
情
の
一
端
が
こ

の
箇
所
に
窺
わ
れ
る
。

慧
思
は
、
ま
た
、
曜
烙
経
所
説
の
四
十
一
位
（
十
住
Ｉ
等
覚
位
）

を
、
法
華
経
方
便
品
に
見
ら
れ
る
開
・
示
・
悟
・
入
の
い
わ
ゆ
る

四
仏
知
見
に
対
配
し
て
説
明
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
方
便
品
に

は
、

云
何
名
下
諸
仏
世
尊
、
唯
以
二
一
大
事
因
縁
一
故
、
出
中
ｌ
現
於

○

世
与
諸
仏
世
尊
、
欲
下
令
三
衆
生
開
二
仏
知
見
「
使
レ
得
中
清
浄
上

Ｏ

故
出
。
現
於
世
や
欲
し
示
二
衆
生
仏
之
知
見
一
故
、
出
コ
現
於
世
元

Ｏ

欲
し
令
言
聚
生
悟
二
仏
知
見
一
故
、
出
コ
現
於
世
記
欲
し
令
言
衆
生

○

⑳

入
二
仏
知
見
道
一
故
、
出
コ
現
於
世
元

と
述
尋
へ
ら
れ
る
。
こ
の
開
示
悟
入
の
四
句
は
、
衆
生
が
仏
知
見
に

参
入
す
る
四
つ
の
段
階
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
、
こ
れ
に
菩
薩
の

階
位
を
配
当
す
る
よ
う
な
解
釈
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
ら
し

い
。
智
顎
は
『
法
華
文
句
』
巻
四
上
に
お
い
て
、
方
便
品
の
「
開

示
悟
入
」
を
釈
す
る
中
、
そ
れ
が
行
位
説
と
関
連
し
て
様
点
に
解

釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
（
大
正
三
四
・
卵
・
Ａ
Ｉ
Ｂ
）
。

さ
て
智
顎
は
『
法
華
玄
義
』
巻
五
上
に
お
い
て
、

方
便
品
云
、
諸
仏
為
二
一
大
事
因
縁
一
故
、
出
ゴ
現
於
世
「
為
し

Ｏ

令
三
衆
生
開
二
仏
知
見
一
四
句
、
南
岳
師
解
云
、
開
二
仏
知
見
一

○

○

是
十
住
位
、
示
二
仏
知
見
一
是
十
行
位
、
悟
二
仏
知
見
一
是
十
廻

○

⑳

向
位
、
入
二
仏
知
見
一
是
十
地
等
覚
位
。

と
述
ゞ
へ
、
慧
思
に
畷
略
経
の
行
位
を
開
示
悟
入
の
四
句
に
配
当
す

る
解
釈
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
、

皆
言
二
仏
知
一
者
、
得
二
一
切
種
智
一
也
。
皆
言
二
仏
見
一
者
、
悉

得
二
仏
眼
一
也
。
（
中
略
）
引
二
今
文
一
明
二
四
十
二
位
一
炳
然
、
皆
⑳

是
無
次
位
之
次
位
、
達
一
一
於
実
相
一
増
道
損
生
論
二
次
位
一
耳
。

と
述
尋
へ
て
い
る
。
以
上
に
見
る
よ
う
に
、
智
顎
は
菩
思
の
行
位
理

解
が
、
智
顎
の
言
う
円
教
の
行
位
説
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
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語
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
両
者
の
行
位
理
解
が
必

ず
し
も
同
一
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
智
顎
の
円
教
行
位
説
に
よ
れ
ば
、
五
十
二
位
中
、

初
住
位
に
お
い
て
無
明
惑
を
破
し
中
道
実
相
の
理
を
証
見
す
る
の

で
あ
り
、
初
住
已
上
の
階
位
は
自
然
に
増
道
損
生
し
ゆ
く
道
す
じ

と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
慧
思
の
四
十
二
位
各
位

の
内
容
理
解
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
唆
路
経
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
全

面
的
に
採
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
十
住
を
入
空
の
位
と
し
、
十
地

に
お
い
て
初
め
て
三
観
現
前
し
中
道
第
一
義
諦
を
証
す
る
も
の
と

さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慧
思
は
十
地
已
下
の
十
住
・
十
行

・
十
廻
向
位
に
お
け
る
位
位
の
互
具
互
入
を
唱
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
慧
思
の
行
位
理
解
は
、
智
顎
の
円
教
行
位
説
に
比
し

て
、
教
道
方
便
的
な
色
彩
の
濃
い
も
の
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

四
頓
覚
行
と
行
位
説

さ
て
、
智
顎
の
『
摩
訶
止
観
』
に
は
、
円
頓
速
疾
の
行
法
た
る

十
乗
観
法
が
説
述
さ
れ
て
い
る
。
十
乗
観
法
と
は
、
観
不
思
議
境
、

起
慈
悲
心
（
真
正
発
心
）
、
善
巧
安
心
止
観
、
破
法
遍
、
識
通
塞
、

道
品
調
適
、
助
道
対
治
、
知
次
位
、
能
安
忍
、
無
法
愛
の
十
種
の

能
観
の
観
法
を
い
い
、
こ
れ
に
対
し
て
、
陰
入
界
境
、
煩
悩
境
、

病
患
境
、
業
相
境
、
魔
事
境
、
禅
定
境
、
諸
見
境
、
増
上
慢
境
、

二
乗
境
、
菩
薩
境
と
い
う
十
種
の
所
観
の
境
が
立
て
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
の
各
倉
の
境
に
お
い
て
十
乗
観
法
が
修
行
さ
れ
る
も
の
と
さ

れ
、
そ
れ
故
、
百
法
成
乗
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
円
頓
速
疾
の
行
法

と
し
て
組
織
さ
れ
た
十
乗
観
法
は
、
円
教
五
十
二
位
中
、
初
住
位

へ
の
進
入
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
円
頓
止
観
の
修
行
者
は

今
生
に
此
の
身
に
お
い
て
、
歴
別
に
由
る
こ
と
な
く
、
入
住
の
目

的
を
遂
げ
る
と
い
う
。
『
法
華
玄
義
』
巻
五
上
に
は
円
教
初
住
（
初

発
心
住
）
位
に
つ
い
て

初
発
心
住
発
時
、
三
種
心
発
。
一
縁
因
善
心
発
、
二
了
因
慧

心
発
、
三
正
因
理
心
発
。
（
中
略
）
住
者
住
二
三
徳
浬
藥
記
縁

因
心
発
、
即
是
住
二
不
可
思
議
解
脱
首
拐
厳
定
元
慧
心
発
即
是

住
二
摩
訶
般
若
畢
寛
之
空
毛
正
因
心
発
、
即
是
住
二
実
相
法
身⑱

中
道
第
一
義
記
挙
レ
要
言
し
之
、
即
是
住
二
三
徳
一
切
仏
法
一
也
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
華
厳
経
の
「
初
発
心
時
便
成
二

正
覚
一
」
、
あ
る
い
は
大
品
般
若
経
の
「
従
二
初
発
心
一
即
坐
二
道
場
「

転
二
法
輪
一
度
二
衆
生
兎
当
知
、
此
菩
薩
為
し
如
レ
仏
」
や
浬
藥
経
の

「
発
心
畢
寛
二
不
レ
別
」
な
ど
の
経
文
は
、
初
住
位
を
説
き
明
か

す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
円
教
の
十
乗
観
法
を
修
す
る
行
者
は
、

上
述
の
如
き
無
功
用
位
た
る
初
住
位
に
速
疾
に
進
入
す
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
以
降
、
妙
覚
位
に
至
る
ま
で
「
如
仏
」
の
菩
薩
と
し
て
、

増
道
損
生
の
無
功
用
道
を
任
運
自
然
に
進
み
行
く
も
の
と
説
明
さ
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れ
て
い
る
。

次
に
、
慧
思
は
喫
略
経
の
行
位
説
を
依
用
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
彼
が
組
織
し
た
頓
覚
・
速
疾
成
仏
の
行
法
た
る
法
華
三
昧
行

は
、
壌
塔
経
所
説
の
四
十
二
位
の
う
ち
、
ど
の
階
位
へ
頓
入
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
た
め
に
、
法
華
三
昧
行
の
悟
り
が
開
示
す
る
世
界
が
ど
の
よ

う
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
法
華
三
昧
の
有
相
行
は
法
華
経
・
普
賢
菩
薩
勧
発
品
に

依
っ
て
立
て
ら
れ
た
行
法
で
、
散
心
中
に
在
っ
て
法
華
経
を
読
訶

し
、
そ
の
経
文
に
一
心
に
専
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
行
法
が

成
就
す
る
時
、
行
者
は
眼
根
清
浄
を
得
て
釈
迦
仏
、
過
去
七
仏
、

及
び
三
世
十
方
の
諸
仏
を
見
、
そ
し
て
三
種
陀
羅
尼
門
を
得
て
、

一
切
三
世
の
仏
法
を
具
足
す
る
と
い
う
。
三
種
陀
羅
尼
門
と
は
初

旋
陀
羅
尼
門
、
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
門
、
及
び
法
音
方
便
陀
羅
尼

門
の
こ
と
で
あ
り
、
普
賢
菩
薩
勧
発
品
に
は

是
人
若
行
若
立
、
読
ゴ
調
此
経
「
我
（
ｌ
普
賢
菩
薩
）
爾
時

乗
一
六
牙
白
象
「
与
二
大
菩
薩
衆
一
倶
詣
二
其
前
「
而
自
現
し
身
、

（
中
略
）
以
レ
見
レ
我
故
即
得
二
三
昧
及
陀
羅
尼
「
名
為
二
旗
陀
羅

⑳

尼
、
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
、
法
音
方
便
陀
羅
尼
誼

と
説
か
れ
る
が
、
慧
思
は
こ
の
三
種
陀
羅
尼
に
つ
い
て

得
二
三
陀
羅
尼
門
ご
者
総
持
陀
羅
尼
（
Ｉ
初
旋
陀
羅
尼
）
、
肉

眼
天
眼
菩
薩
道
慧
。
二
者
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
、
目
芽
足
菩

薩
道
種
慧
『
法
眼
清
浄
。
三
者
法
音
方
便
陀
羅
尼
、
具
二
足

菩
薩
一
切
種
彗
堂
仏
眼
清
浄
。
是
時
即
得
し
目
芽
足
一
切
三
世⑳

仏
法
毛
或
一
生
修
行
得
二
具
足
や
（
中
略
）
極
大
遅
三
生
即
得
。

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
三
種
陀
羅
尼
が
、
五
眼
（
肉
眼
・

天
眼
・
慧
眼
・
法
眼
。
仏
眼
）
及
び
三
慧
（
道
慧
・
道
種
慧
・
一

切
種
慧
）
と
の
関
連
で
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、

慧
思
に
お
い
て
五
眼
や
三
言
（
三
智
）
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ

て
い
る
か
を
見
て
み
る
に
、
彼
の
『
随
自
意
三
昧
』
坐
威
儀
品
に

は
、

菩
薩
常
入
二
禅
定
一
起
一
大
神
通
↓
能
浄
一
五
眼
記
肉
眼
清
浄
、

天
眼
通
達
、
慧
眼
見
レ
真
、
法
眼
観
察
、
仏
眼
覚
ゴ
了
一
切
「
⑳

能
度
一
十
方
世
界
無
量
衆
生
毛
不
レ
前
不
レ
後
、
一
時
得
し
道
。

と
、
五
眼
を
簡
略
に
説
明
し
、
ま
た
、
同
じ
く
『
諸
法
無
謀
三
昧

法
門
』
巻
上
に
は
、
諸
仏
の
説
法
・
衆
生
済
度
の
あ
り
様
が

三
世
十
方
無
量
諸
仏
、
若
欲
三
説
法
度
一
衆
生
一
時
、
先
入
二
禅

定
「
以
二
十
力
道
種
智
「
観
。
察
衆
生
根
性
差
別
↓
知
一
其
対

治
得
道
因
縁
↓
以
二
法
眼
一
観
察
黄
、
以
一
二
切
種
智
一
説
法

度
一
聚
生
記
一
切
種
智
者
名
為
二
仏
眼
「
亦
名
二
現
一
切
色
身

⑫

三
昧
「
亦
名
二
普
現
色
身
三
昧
元

と
語
ら
れ
て
い
る
。
一
切
種
智
は
仏
眼
と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
は
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現
一
切
色
身
三
昧
、
あ
る
い
は
普
現
色
身
三
昧
を
示
現
す
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
慧
思
に
と
っ
て
普
現
色
身
三
昧
は
、

そ
の
主
体
的
な
禅
定
三
昧
行
の
目
指
す
究
極
の
内
面
的
な
能
力
で

あ
り
、
利
他
行
を
最
高
の
理
想
的
な
形
態
に
至
ら
し
め
る
根
拠
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
三
昧
の
内
実
に
つ
い
て
、
上
記
の

文
に
引
き
続
き
、

上
作
二
一
切
仏
身
諸
菩
薩
身
「
（
中
略
）
下
作
二
三
塗
六
趣
衆
生

之
身
毛
如
し
是
一
切
仏
身
一
切
衆
生
身
、
一
念
心
中
一
時
行
、

⑬

無
し
前
無
し
後
亦
無
二
中
間
「
一
時
説
法
度
二
衆
生
記

と
説
明
さ
れ
る
。
普
現
色
身
三
昧
に
関
す
る
上
記
の
よ
う
な
説
明

は
、
慧
思
が
ほ
ぼ
全
面
的
に
依
用
し
て
い
た
理
路
経
の
四
十
二
位

に
即
し
て
言
う
な
ら
ば
、
第
八
地
無
功
用
位
の
「
八
に
は
不
思
議

無
功
用
の
観
な
り
。
（
中
略
）
百
万
劫
の
事
、
無
量
仏
土
の
事
、
已

に
一
念
心
に
一
時
に
行
ず
。
仏
の
如
き
形
、
一
切
衆
生
の
形
を
現

じ
、
一
念
心
の
中
に
一
時
に
行
じ
己
る
。
功
用
無
き
が
故
な
り
」

と
い
う
経
文
の
記
述
と
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
智

顔
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
別
教
五
十
二
位
中
の
五
位
（
十
信

位
’
十
地
位
）
を
三
観
と
関
連
づ
け
て
説
い
た
が
、
三
種
陀
羅
尼

に
つ
い
て
も
、

初
旋
陀
羅
尼
Ｉ
「
旗
し
仮
入
し
空
」

百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
Ｉ
「
旗
し
空
入
し
仮
」

法
音
方
便
陀
羅
尼
Ｉ
「
入
二
中
道
第
一
義
諦
一
」

⑭

の
よ
う
に
三
観
（
三
諦
）
と
結
び
つ
け
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
徴
し
て
考
え
る
に
、
慧
思
に
お
い
て
、
法
華
三
昧
・
有
相
行

を
証
悟
す
る
と
は
、
三
観
を
証
し
、
五
眼
を
具
足
し
三
言
を
得
て
、

普
現
色
身
三
昧
を
示
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
す
な
わ
ち
、
喫
洛

経
の
四
十
二
位
中
の
、
第
八
地
無
功
用
位
へ
の
進
入
を
成
就
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

次
に
、
法
華
三
昧
・
無
相
行
の
中
心
的
観
念
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
深
甚
禅
定
の
中
に
あ
っ
て
衆
生
忍
・
法
性
忍
・
大
忍
（
神

通
忍
）
の
三
忍
慧
を
修
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
三
忍
慧
の
う
ち
、

衆
生
忍
と
法
性
忍
に
つ
い
て
は
、
「
二
種
の
忍
は
無
明
煩
悩
を
破

す
る
の
忍
と
名
づ
け
、
ま
た
聖
行
忍
と
名
づ
く
。
（
中
略
）
凡
夫
能

く
行
ず
れ
ば
聖
位
に
入
る
」
と
説
明
さ
れ
る
。
大
忍
（
神
通
忍
）

に
つ
い
て
は
、
「
大
忍
と
は
五
通
及
び
第
六
通
を
具
足
し
、
四
如

意
足
を
具
足
し
、
十
方
諸
仏
及
び
諸
天
王
に
面
対
す
。
面
対
し
て

共
に
語
り
、
一
念
に
能
く
一
切
凡
聖
を
覚
了
す
る
が
故
に
大
忍
と

名
づ
く
。
諸
の
神
通
に
於
て
心
動
ぜ
ず
」
と
説
明
さ
れ
、
ま
た
、

大
忍
を
神
通
忍
と
名
づ
け
る
所
以
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ

つ
（
》
０

大
忍
者
名
二
神
通
忍
記
云
何
名
為
二
神
通
忍
毛
菩
薩
本
初
発
心

時
、
誓
度
二
十
方
一
切
衆
生
「
勤
二
修
六
度
法
施
戒
忍
辱
精
進
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禅
定
三
乗
同
品
一
切
智
彗
堂
得
し
証
二
浬
桑
「
深
入
二
実
際
『

上
不
レ
見
二
諸
仏
一
下
不
レ
見
二
衆
生
記
即
作
二
是
念
「
我
本
誓

度
二
一
切
衆
生
「
今
都
不
レ
見
二
切
衆
生
「
将
不
レ
違
二
我
往

昔
誓
願
幸
作
二
是
念
一
時
、
十
方
一
切
現
在
諸
仏
即
現
二
色
身
『

同
。
声
讃
三
ｌ
歎
此
菩
薩
一
言
、
善
哉
善
哉
、
大
善
男
子
，
念
二

本
誓
願
一
莫
レ
捨
二
衆
生
元
（
中
略
）
十
方
諸
仏
説
二
是
語
一
時
、

菩
薩
是
時
間
二
諸
仏
語
「
心
大
歓
喜
即
得
一
天
神
通
「
虚
空
中

坐
尽
見
二
十
方
一
切
諸
仏
「
具
二
足
一
切
諸
仏
智
慧
記
（
中
略
）

為
し
度
一
衆
生
「
色
身
智
慧
対
し
機
差
別
、
一
念
心
中
現
二
一
切

身
「
一
時
説
法
、
一
音
能
作
二
無
音
音
圭
員
無
量
衆
生
一
時

⑮

成
し
道
。
是
名
二
神
通
忍
記

こ
の
記
述
は
、
空
を
証
し
、
深
く
空
観
に
徹
す
る
と
こ
ろ
か
ら
真

の
利
他
行
に
出
て
い
く
の
が
不
変
の
菩
薩
道
の
道
す
じ
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
菩
薩
の
い
わ
ゆ
る
沈
空
の
難
、
及
び
こ
の
菩
薩
に

対
す
る
諸
仏
の
讃
歎
・
勧
化
と
い
う
事
柄
を
通
し
て
語
っ
て
い
る⑳

も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
智
度
論
の
第
七
住
の
説
明

⑰

や
十
地
経
論
の
第
八
地
の
説
明
に
お
い
て
、
菩
薩
が
沈
空
の
難
を

経
て
無
功
用
の
真
の
教
化
地
に
出
て
い
く
と
い
う
事
態
が
述
べ
ら

れ
る
が
、
慧
思
の
神
通
忍
に
関
す
る
記
述
は
そ
れ
ら
の
教
説
に
基

づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
瓊
珸
経
の
四
十
二
位
説
に
お
い
て

は
、
第
八
地
が
無
功
用
の
教
化
地
と
し
て
説
か
れ
る
が
、
こ
の
経

典
で
は
十
住
位
が
従
仮
入
空
の
位
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

故
、
沈
空
の
難
も
十
住
位
中
の
出
来
事
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。

瑳
略
経
の
行
位
説
に
依
拠
し
て
い
た
慧
思
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ

う
に
、
菩
薩
の
沈
空
を
第
二
住
に
お
け
る
事
柄
と
見
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
壌
路
経
所
説
の
行
位
に
即
し
て
言
え
ば
、

慧
思
の
神
通
忍
に
関
す
る
記
述
は
、
神
通
忍
の
成
就
が
、
第
二
住

に
お
け
る
「
上
不
レ
見
二
諸
仏
一
下
不
レ
見
二
衆
生
『
云
云
」
と
い
う

沈
空
の
難
を
経
て
、
更
に
第
八
地
の
無
功
用
教
化
地
へ
の
進
入
を

意
味
す
る
こ
と
を
描
い
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
結
局
、
頓
覚
・

疾
成
仏
道
の
行
法
で
あ
る
慧
思
の
法
華
三
昧
・
無
相
行
は
、
有
相

行
と
同
様
に
、
竣
略
経
所
説
の
四
十
二
位
中
、
第
八
地
無
功
用
位

へ
の
頓
入
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
「
如
仏
」
の
菩
薩
の
境
界
を

成
就
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
製
洛
経
に
お
い
て
は
、
第
十
地
（
法
雲
地
）
と
妙
覚
位

と
の
間
に
、
こ
の
経
に
独
自
の
階
位
で
あ
る
等
覚
位
（
無
垢
地
）

が
立
て
ら
れ
る
が
、
慧
思
は
等
覚
位
を
き
わ
め
て
重
視
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
彼
の
『
四
十
二
字
門
』
に
は
、
「
本
初
発
心
唯
期
一

等
覚
こ
と
語
ら
れ
て
お
り
、
更
に
そ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
記
述

が
『
立
誓
願
文
』
に
見
出
さ
れ
る
。
『
立
誓
願
文
』
は
慧
思
が
光

州
大
蘇
山
に
在
っ
て
、
金
字
の
大
品
般
若
経
及
び
法
華
経
を
作
成

し
た
折
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
慧
思
が
弥
勒
信
仰
と
の
関
連
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に
お
い
て
等
覚
位
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
弥
勒

信
仰
に
は
概
し
て
、
弥
勒
の
兜
率
天
に
上
生
す
る
こ
と
を
願
う
も

の
と
、
五
十
六
億
七
千
万
年
を
経
て
弥
勒
成
仏
せ
る
時
の
龍
華
三

会
の
説
法
を
期
す
る
も
の
と
の
二
つ
の
形
態
が
あ
っ
た
。
慧
思
の

弥
勒
信
仰
は
『
続
高
僧
伝
』
巻
十
七
の
慧
思
伝
の

夢
一
弥
勒
弥
陀
説
法
開
杉
悟
、
（
中
略
）
又
夢
随
二
弥
勒
「
与
二
諸

⑱

春
属
一
同
会
一
龍
華
禿

と
い
う
記
述
に
示
さ
れ
る
如
く
、
兜
率
天
へ
の
往
生
を
願
う
も
の

で
は
な
く
、
龍
華
三
会
を
期
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
立
誓
願
文
』

に

進
不
レ
値
二
釈
迦
出
世
「
後
復
未
レ
蒙
二
弥
勒
三
会
↓
居
二
前
後

衆
難
之
中
「
又
籍
二
往
昔
微
善
根
力
「
釈
迦
末
世
得
二
善
人

⑲身
元

と
あ
る
よ
う
に
、
釈
迦
・
弥
勒
間
の
無
仏
の
、
法
減
現
前
せ
る
悪

世
に
生
ま
れ
た
慧
思
の
悲
歎
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
彼
に
は
法
滅
の
危
機
感
に
裏
打
ち
さ
れ
た
強
烈
な
正
法
護

持
の
精
神
が
あ
り
、
自
ら
護
法
の
菩
薩
を
も
っ
て
任
ず
る
強
固
な

意
志
が
あ
っ
た
。
同
じ
く
『
立
誓
願
文
』
に
は

我
従
二
末
法
初
一
始
立
二
大
誓
願
「
修
．
習
苦
行
「
如
レ
是
過
一
五

⑳

十
六
億
万
歳
「
必
願
具
。
足
仏
道
功
徳
「
見
二
弥
勒
仏
誼

と
言
い
、
あ
る
い
は
又
、

願
持
二
釈
迦
法
「
常
住
不
二
滅
尽
『
至
一
弥
勒
出
世
「
化
二
衆
生
一

不
し
絶
、
誓
於
二
此
生
一
作
二
長
寿
五
通
仙
へ
修
ゴ
習
諸
禅
定
『

⑪

学
二
第
六
神
通
↓
目
芽
足
諸
法
門
『
成
。
就
等
覚
地
記

と
願
い
、
又
、

我
従
二
発
心
一
所
有
福
業
尽
施
二
衆
生
「
至
一
一
於
当
来
弥
勒
世
尊

出
世
之
時
《
目
手
足
十
地
一
入
二
無
垢
位
「
於
二
授
記
人
中
一
最

⑫

為
二
第
完

と
誓
願
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
滅
の
危
機
意
識
に
裏
打
ち
さ

れ
た
慧
思
の
護
法
の
願
行
は
、
無
仏
の
悪
世
に
お
い
て
、
慧
思
自

身
が
長
寿
の
仙
と
な
り
、
弥
勒
仏
の
出
世
に
至
る
ま
で
菩
薩
行
に

邇
進
し
、
等
覚
位
を
き
わ
め
、
遂
に
は
龍
華
三
会
を
蒙
っ
て
受
記

作
仏
（
妙
覚
作
仏
）
せ
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
法
華
の
行
者
は
、
頓
覚
・
速
疾
成
仏
の
理
想
的
な
行
法
た

る
法
華
三
昧
行
を
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
八
地
の
無
功
用
教

化
地
に
頓
入
し
、
「
衆
果
具
足
」
し
て
「
如
仏
」
の
境
界
を
覚
悟

す
る
の
で
あ
る
。
更
に
彼
は
「
如
仏
」
の
菩
薩
と
し
て
、
弥
勒
の

出
世
に
至
る
ま
で
、
無
仏
の
悪
世
に
お
い
て
久
遠
に
わ
た
っ
て
、

護
持
正
法
・
護
持
衆
生
の
菩
薩
行
に
邇
進
し
、
九
地
已
上
の
階
位

に
次
第
に
入
証
し
つ
つ
遂
に
は
等
覚
地
を
き
わ
め
、
そ
し
て
、
弥

勒
三
会
に
遇
っ
て
受
記
し
作
仏
（
妙
覚
作
仏
）
を
成
ず
る
の
で
あ

る
。
Ｉ
頓
覚
・
疾
成
仏
道
説
、
行
位
説
、
あ
る
い
は
末
法
説
、
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天
台
智
顎
は
凄
略
経
の
五
十
二
位
説
に
依
拠
し
て
別
円
二
教
の

行
位
説
を
組
織
し
た
。
彼
は
十
住
入
空
・
十
地
入
中
を
説
く
壊
略

経
の
行
位
説
を
別
教
教
道
の
説
と
見
な
し
、
円
教
の
立
場
か
ら
、

初
住
位
を
も
っ
て
中
道
三
観
が
現
前
し
、
無
功
用
位
に
証
入
す
る

位
と
規
定
し
た
。
慧
思
も
壌
烙
経
の
四
十
二
位
説
を
依
用
し
た
が
、

彼
の
場
合
、
各
行
位
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
経
典
の
教
説
を

ほ
ぼ
全
面
的
に
採
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
十
住
位
を
空

観
を
修
し
空
理
を
証
す
る
位
と
し
、
乃
至
十
地
を
三
観
現
前
し
中

道
実
相
理
を
証
得
す
る
位
と
見
、
そ
の
中
、
第
八
地
已
上
を
無
功

用
位
と
判
じ
て
い
た
。
ま
た
、
慧
思
は
四
十
二
字
門
な
ど
の
経
説

に
基
づ
き
、
四
十
二
位
の
位
位
互
具
互
入
を
唱
え
て
お
り
、
そ
の

よ
う
な
慧
思
の
行
位
説
に
対
し
て
、
後
に
智
顔
は
、
そ
れ
が
円
教

の
行
位
観
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
理
路
経
の
行
位
説
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
十
地

入
中
を
唱
え
つ
つ
、
同
時
に
四
十
二
位
の
互
具
互
入
を
説
く
慧
思

の
行
位
説
は
、
智
顎
の
円
教
の
行
位
説
に
比
し
て
、
教
道
方
便
の

護
法
思
想
、
弥
勒
信
仰
な
ど
の
諸
要
素
に
裏
づ
け
ら
れ
た
慧
思
の

仏
道
思
想
に
お
い
て
は
、
菩
薩
の
仏
道
全
体
の
道
す
じ
が
以
上
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

五
お
わ
り
に

そ
れ
で
あ
っ
た
と
判
断
し
う
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
頓
覚
・
速
疾
成
仏
を
現
成
す
る
理
想
的
な
行
法
と
し
て
、

慧
思
に
お
い
て
は
法
華
三
昧
行
が
、
又
、
智
顎
に
お
い
て
は
円
教

十
乗
観
法
が
、
組
織
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
行
法
は
共
に
無
功

用
位
へ
の
進
入
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
如
き
行

位
説
理
解
の
異
な
り
か
ら
、
前
者
は
第
八
地
へ
の
頓
入
を
目
指
し
、

後
者
は
初
住
位
へ
の
進
入
を
目
的
と
す
る
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
慧
思
に
お
い
て
は
、
第
八
地
頓
入
を
終
え
た
法
華
菩

薩
の
、
九
地
已
上
の
階
位
へ
の
道
す
じ
が
、
護
法
思
想
や
弥
勒
信

仰
な
ど
の
諸
要
素
に
よ
っ
て
、
極
め
て
特
異
な
も
の
と
し
て
現
わ

れ
て
き
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
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